
準指導員検定・模擬問題（養成講習会①）

所属クラブ 氏 名

１ 「スキー指導者規定」に掲げる指導員の任務を述べなさい。．

１．

２ 「スキー指導者規定」に掲げる指導員の義務を述べなさい。．

１．

２．

３ 「スキー指導者規定」に掲げる指導員の資格の停止を述べなさい。．

１．

２．

４ 「スキー指導者規定」に掲げる指導員の資格の喪失を述べなさい。．

１．

２．

（１）

（２）

（３）

３．

５．スキー技術の特性を３つあげなさい。

①

②

③



６．栃木県スキー連盟の役員名を述べなさい。
（１）会長

（２）副会長

（３）理事長

（４）教育本部長

７．ターン運動の原因とスキー主導性について述べたものです。空欄に適切
な語句を入れて文章を完成しなさい。

ターン運動の原因は、定説的な違いによって２つに分類されます。

「 ターン外側へスキーの（① ）を生起させる もの」は 『 ②、（

』と『トップ＆テールコントロール』が分類され、外スキー）

（「（ ）」、「 」）。「 」 、が主に使われます ③ 両スキー主導 外スキー主導 は

ターン外側への落下運動に対して外側股関節を（④ ）させ、膝をなかに

いれて抵抗をとらえます 「両スキー主導」は、外スキーに内スキーを（⑤。

）させるという点から 「外スキー主導」と同質の性格を持つといえます。、

もう１つの 「 ⑥ ）へスキーの落下運動を生起させるもの」は、、（

『 ⑦ 』が分類され、内スキーが主に使われます 「内スキー（ ） 。

主導」は、ターン内側への落下運動と同じ方向に内側股関節を（⑧ ）さ

せ体重を乗せていきます。

外スキー主導の運動は安定的は「 ⑨ ）運動感覚」により、内スキー主（

導の運動は重力をより積極的に利用できる「 ⑩ ）運動感覚」によるも（

のであるといえます。

８．スキー指導者の資質における技術力と製品力について述べられたもので
す。適当な語句を入れて文章を完成しなさい。

スキー指導（商品）の高い品質を実現させるものが、スキー指導者の商品（サー

ビス）生産の技術力です。この指導者に求められる（① ）の技術力

は、つねに進化する（② ）とその（③ ）の力によって

支えられています。

「 ④ ）な変化」に直面している現在 「技術力はあるが （⑤（ 、 、

」ということが、よく問題にされています。具体的には「 ⑥） （

」はできるが「 ⑦ 」はできないという問題です。スキー指導者） （ ）

がこの弱点をどう克服するかが、これからの重要な視点です。

技術力があるのは当然として （⑧ （スキー指導）を顧客（スキー、 ）

ヤー）の（⑨ ）に基づいて商品化できる製品力の向上が、スキー指導者に

求められているといえます。なぜならば、スキー指導者（スキー学校、スキークラ

ブ）のもっとも重要な仕事は 「 ⑩ 」にあるからです。、（ ）



９．スキー競技についてノルディック種目、アルペン種目、フリースタイル種
目、スノーボード種目の中の種目を各２つあげなさい。なお、男子しか無い
ものも含めて良いものとする。ま

（１）ノルディック種目
① ②

（２）アルペン種目
① ②

（３）フリースタイル種目
① ②

（４）スノーボード種目
① ②

１０．Ｓ Ａ Ｊ 安全マナーを記しなさい。. . .

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

１１ 「スキー指導者検定規定」に掲げる指導員の受検資格を述べなさい。．

１．

（１）

（２）

（３）

（４）



１２．関連のある人物と事柄、年代をそれぞれ結びなさい。

① ハンネス・シュナイダー ･ ･ａ テンポ・パラレル・シュブング完成 ･ ･ア 年1889

② エミール・アレー ･ ･ｂ グリーンランド横断 ･ ･イ 年1896

③ マチアス・ツダルスキー ･ ･ｃ スキー・フランセ発表 ･ ･ウ 年1910

④ アントン・ゼロース ･ ･ｄ 山岳滑降術 ･ ･エ 年1911

⑤ ゲオルグ・ビルゲリー ･ ･ｅ 高田で初のスキー講習 ･ ･オ 年1924

⑥ シュテファン・クルッケンハウザー ･ ･ｆ スキーの驚異出版 ･ ･カ 年1930

⑦ フリチョフ・ナンセン ･ ･ｇ 第７回冬季オリンピック・ ２位 ･ ･キ 年SL 1938

⑧ ルディ・マット ･ ･ｈ バインシュピール技術発表 ･ ･ク 年1956

⑨ テエオドル・フォン・レルヒ少佐 ･ ･ｉ リリエンフェルトスキー滑降術 ･ ･ケ 年1953

⑩ 猪谷千春 ･ ･ｊ オーストリア職業教師連盟会長、来日 ･ ･コ 年1958

１３．ショック症状の兆候と応急処置をそれぞれ５つ記しなさい。

兆 候
①

②

③

④

⑤

応急処置
①

②

③

④

⑤


